
衝突カスケード
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単位時間当りの衝突回数 α=11/6      (r-3.5)

•質量分布はベキになる(大きい物が質量を持つ)。
•meとm’/mの関係が輸送を決める。

(Dohnanyi 1969; Tanaka et al. 1996)

� = (11 + 3p)/(6 + 3p)
(O’Brien & Greenberg 2003; Kobayashi & Tanaka 2010)
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破壊のモデル
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どういう衝突が重要か？
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衝突カスケードの時間

微惑星の質量、離心率、QD*が重要！

惑星形成でカスケードを起こすとき、
初期微惑星より小さい天体で起こる。
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